
可
観
小
説
程
四
十

七
八
四

蘭高蕃 候山巾l候故越候禁周 t承候R 乎筋を 来民一三い虫番
相茸候ffi. 事 候 の 、rtつ千は。候。某外午 、 目 隠同目のと南
の 此世兄卜。無 へ以正氏鍛代 τ 都
依被仰 陸前を線近 路二以 Jと 、候ばて敷右有よ仰東
ば の月」二非少へ二相関ili:之り封大
年浪子 。致滅もど千得候密大旨申 かを寺

下右早刀 八 延 も双 脊夫 虫切費

整承の 人木世様子 引1.~ç が、の虎九、震m 干候物の た至由、分大も由

候知若量候 殿身故 念由きて候申其致坂@相。勅へ の大頃所在.I!:.共封

。 語知申 、 許 向車担 。事農林 、官陀菜、 輩倣 に御，J、て

き伝警 左 へ凶 仰左伊。千- り附田I縫 封益経
の t可け買車者 一六....人越 在外て

と共沙 百ケ紛有候 切 難

考ぷ-t.:l忠商箸 香 右 双放と之儀 司Eへ求
付進候申 然方の 近汰家 迄 ~lf 桜 、有 tr.散曲の 由 日Il¥求に世安之 し候。

民進て 申に申。也九は
。買 E六 0 仰と家付由共 。翌年
至 分 僻建密様、及節今議陀
て i既主 旨有之 左てに共双承京 以 ー
古 。 に 被 Z車申無のり都 て究皮

いi副司i51 kaいのドも門会ペii り' 、 致推二香巾由 。今数御民香
TYi 組 。先も百試をに

IZ: iI1 n;， "御部制i 擦は試合 ~l三 賢哉、承て
℃ 様相車産 ー修 霊能 侯捌刷会組物遇制傑候
御勝手も に 字型よ 。子候方的 IZ:侠紙者故

と 被大夫 り 共共。桜司E古 f出書無
候左は 下 改名 Fト不発へときに m之議

置よ 六 Zえは被巾銘付の候 J股
第次は難申 仰候り の 十な近 義名を止i趣故 匂
ピ 越候 。被仰主候主 交 ー が術 Jェ脊主:柑も 、は
利信 入 此 渉 積ら閥候試付皇御偶有
事陀皮 の師自人候自主 当者Jl't之

者誼候と 11:付私 ドl矧股有償候民何不問
説候鋭意官 は 試の御之有替の覧分数

候名所、之皮ぞ可明哉

利面且。此内御勝入相私先 前 :m. 脊持御候~ -1-被 にとも、、城。有 ‘依存
陀乎i官組 問無正ーに必之租産。候
に相衣t事 候度1mへ 御目玉 民IZ: 位仰は候は。御。t宅大都 様如1 。義預虫日

孝霊t章B童の望 号 候俸 τ に量園制鯵仙官普骨m れo仰w 俄 、 。 可 J仰・守1 県白!i似 Y、Ji公義... 泊
と よ不利 以有 1M後正せとの 蕗
存候御り苦息公家 i 之 E一 花所事長時成自主
。 。故。橘持 IZ:。代候も

十
二
月
二
日
修
理
大
夫
井
御
鏑
砲
五
郎
殿
初
て
御
出
陀
付
、
御
太
刀
・

路
代
御
持
参
布
之
、
御
益
事
の

K
陀
尻
掛
則
長
作
御
刀
被
逃
候
。
代

金
十
五
枚
也
。

潤醐
4
判
6
訓
郡
器
開
封
殺
訴
訟
指
む
持
。
持
母
お
融
和
議
時

滋
巾
霞
侠
目
。
此
度

あ
な
&
区
間
程
巾
供
。

て
尾
張
光
都
侯
限
居
被
仰
付
事

元
文
四
年
正
月
士
百
、
足
州
御
家
老
五
人
時
刊
一
能
訓
型
民
協

敗
中
へ
被
潟
召
、
尾
張
阪
段
々
御
不
行
献
の
趣
被
仰
出
、
念
御
指
拘

御
恨
候
桜
花
被
仰
波
候
。
尾
州
御
邸
門
h
k

閉
之
、
長
屋
の
窓
井
火
の

見
檎
迄
閉
之
候
。
畑
出
十
三
日
桧
平
安
誼
留
守
殿
御
登
披
被
成
候
綴
花
、

卜
二
日
御
老
中
列
判
の
器
密
陀
て
申
世
帯
。
御
登
城
候
雌
御
前
へ
被
v
需
ν

召
、
以
畠
御
地
面
立
-
尾
張
般
へ
の
よ
使
被
仰
波
候
て
御
際
居
、
御
家
門

間
位
少

m
g穆

但
路
守
殿
御
家
脊
被
仰
付
、
被
ν
純
白徳
川
但
馬
守
-
候
。
副
使
雨
鋭
松
平

播
磨
守
殿
・
松
平
大
事
頭
殿
也
。
安
前
世
守
殿
御
復
命
の
筒
、
克
直
に
登

械
の
庭
大
儀
の
皆
上
意
有
之
候
。
御
前
へ
御
出
の
節
紙
候
の
説
肥
後

守
殴
・
読
岐
守
殴
也
。
上
使
の
依
安
纂
守
殿
へ
被
仰
付
候
は
、
尾
州
御

縁
者
故
の
由
陀
候
。
尾
張
公
御
家
脊
以
来
、
段
々
御
不
行
献
の
上
俄

陀
如
此
被
仰
付
候
儀
、
御
延
引
難
被
成
趣
有
之
、
年
頭
御
規
式
未
相

可
観
小
島
也
容
四
十
二

済
内

K
候
得
共
、
如
此
被
仰
付
候
か
。
十
二
日
紀
州
公
へ
本
多
中
務

大
師
殿
、
水
戸
公
へ
絵
平
布
京
大
夫
搬
被
近
候
曲
。
将
叉
十
三
日
椛

町
の
御
下
屋
敷
へ
御
移
り
、
念
度
外
へ
制
御
無
之
様
陀
彼
仰
出
候
。

一
、
町
品
普
太
夫
来
欣

一
昨
十
二
日
尾
張
中
納
言
桜
よ
り
、
依
波
守
秘
御
使
者
有
之
、
申
也

罷
郎
候
に
付
、
錦
御
答
昨
十
三
日
私
御
艇
に
龍
越
候
席
、
仕
者
よ
り

裏
付
上
下
活
用
仕
候
御
歩
目
付
な
ど
よ
り
宜
排
の
者
一
人
罷
出
、
恨

の
俄
有
之
御
見
舞
・御
使
共
仰
断
巾
候
旨
巾
附
候
に
付
、
名
相
ヰ
候
へ

ば
鈴
木
点
四
郎
と
申
由
中
間
、
御
使
不
相
勤
罷
悶
り
右
の
段
申
上
候
。

表
門
・大
門
・小
門
共
陀
立
、
御
勝
手
門
も
大
門
・
小
門
共
に
立
候
て
、

御
長
屋
の
窓
共
不
残
、
火
見
#
判
所
も
附
ぢ
有
之
候
。
御
門
前
町
長
陀

て
相
思
候
へ
共
、
御
恨
の
ロ
川
相
知
不
申
候
。
直
に
紀
州
桜

へ
御
使
相

動
候
胤
、
紀
州
御
邸
少
し
此
方
に
尾
州
御
屋
敷
布
之
、
御
長
屋
上
下

小
屋
々
々
陀
、
毎
も
滞
溜
璃
小
歌
に
て
罷
在
候
出
回
、
窓
上
下
共
陀
不

時間
閉
ぢ
、
大
川
・
小
門
共
に
立
候
。
紀
州
椋
陀
て
御
佼
相
勤
候
へ
ば
、

中
将
様
御
霊
披
の
旨
取
次
申
候
。
十
三
日
の
御
受
披
不
時
と
見
候
。

尾
州
御
上
屋
敷
仰
勝
手
小
門
よ
り
、
侍
一
人
早
来
陀
て
脱
出
向
↑候
。
追

付
小
門
立
申
候
。
此
外
陀
先
づ
相
替
口
問
相
見
え
不
申
候
。
罷
錫
右
の

七
八
五




